
職場における学び・学び直し促進
「企業と従業員が共に学び、共に育つ時代へ」

活躍し続ける人材育成に向けた越境の可能性
ー製造業の学び直しや中小企業の協働・共創ー
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経歴 銀行・不動産 → 市民活動 → 大学教員（実務家教員）

専門
インターンシップの実践・研究・書籍執筆
中小企業の経営革新・プロボノ・副業兼業・自律的キャリア

実績 学生1,000名以上、企業支援100社以上

書籍
『共創の強化書』
『長期実践型インターンシップ入門』

役職

日本インターンシップ学会 常任理事
日本実務教育学会 副会長
グローバルビジネス学会 理事
NPO法人まちづくりかりや 理事

今永 典秀 コー・イノベーション大学事務局長・教授



住友信託銀行（現三井住友信託銀行）
法人営業、事業再生

Profile

東和不動産(現トヨタ不動産）
経営企画・事業開発・まちづくり

市民活動団体NAGOYA FOREVER設立

岐阜大学 地域協学センター
次世代地域リーダー育成プログラム

2005

2011

2012

2015

2019

今永典秀
Co-Innovation University 事務局長・教授
名古屋産業大学 経営専門職学科 准教授 地域連携センター長

名古屋産業大学 准教授

「企業のためのインターンシップ実施マニュアル」

「共創の強化書」

博士（工学）

2024 CoIU大学 ボンディングシップ・アドバイザー



1.8年間でのべ1,000名以上の学生が参加
2.1日、5日程度、１ヶ月、３ヶ月以上のプログラム開発
3.体験から企画・新規事業など、規模・業種も様々
様々な種類のプログラム開発と実践

大学におけるインターンシッププログラムの開発

特筆した成果（受賞歴・書籍）

企業向けのインターンシップ

インターンシップに関連する研究

1.日本インターンシップ学会
第4回・第5回槇本記念賞、秀逸な事例

2.学生が選ぶインターンシップアワード
2025 入賞

3.COC +事業 唯一の中間・最終S評価
4.専門職大学の開設の実質的現場責任者
（日本初の大学の学部・学科としての設立）
5.インターンシップ書籍3冊

1.企業向けの1日プログラムセミナー
100社以上の参加

2.個別アドバイス・プログラム策定など
10社以上

3.行政・中間支援団体へのアドバイス
G-net、瀬戸市役所など

1. 15件以上の論文（うち、査読付き論文8件）
2. 地域創生・コーディネーター・企業向け・大学の

プログラム開発・事例（学生・企業など）



経営専門職学科の養成する人材像

デジタルデータの知識技能を駆使し、
企業経営や社会の変化に対応した
事業の実践を通じて、
価値創造に貢献する専門職人材を養成

DP5 デジタルデータと事業の実践的な知識技能を応用し、
事業の改善や価値創造を担うための職業実践力を身に付け
ている。

CP5 職業専門科目の臨地実務実習、および総合科目では、
デジタルデータと事業の実践的な知識・技能を応用し、
職業実践力を養成する。

名古屋産業大学 建学の精神
職業教育を通して社会で活躍できる人材を
養成する

2021年4月 日本で初めて（今でも唯一）
「専門職大学の制度を活用した」学科を設立

デジタルデータ活用・経営 領域の専門職人材養成



デジタルデータの知識技能を駆使し、企業経営や社会の変化に対応した
事業の実践を通じて、価値創造に貢献する専門職人材を養成する

養成する人材像

名古屋産業大学が育成する「経営専門職人材」

１）デジタルデータの知識技能を備えた高度な実践力
２)  事業に関する高度な知識と豊かな創造力を有し、事業の価値創造に貢献できる人材

建学の精神 職業教育を通して社会で活躍できる人材を養成する

名古屋産業大学経営専門職学科 実践的な講義、インターンシップ
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ゼミナール ゼミナール

理論と実践を往還した体系的な実践プログラム実習は600時間以上

・専任教員の4割以上は実務家教員
・40人以下の少人数教育
・産業界との連携



既存学科（既存大学）の限界を、専門職大学の制度を活用することで「大学改革を実現」

大学のインターンシップへの学生参加率が少ない
（10％以下と言われている）

大学で学んだ知識・技能技術と合致していない
（企業任せで、社会人基礎力を養成するにとどまる）

1ヶ月以上のプログラム（長期）が困難
（受入企業の開拓の難しさ、プログラム設計ノウハウ）

日本の大学「インターンシップ（特に長期）」の課題・限界

全員必修授業 600時間以上の実習
課題1

課題2

課題3

3分の１以上が実習科目
実務家教員4割以上

（本学の場合）
インターンシップ専門人材2名が
プログラムを作成（次ページ）
（企業・外部業者に丸投げしない）

（専門職大学の制度）

（専門職大学の制度）

「経営」領域における専門的なインターンシップ実習
プログラムの開発と実践 大学改革の実現



コー・イノベーション大学

2026年4月開学（2025年9月1日～出願開始）

学部は1つ 地域共創学部
メインキャンパスは飛騨市古川町全体

全国15か所(※候補)にサテライトキャンパス

入学定員 1学年120名（4年間：480名）









本日のテーマ

活躍し続ける人材育成に向けた越境の可能性
ー製造業の学び直しや中小企業の協働・共創ー

まずは私自身のキャリアを振り返ってみる・・・・・

転々としてみてわかること VS 一つの会社で同じ仕事



学びのあり方がそもそも変化している







共創の強化書とは

• 技術革新・情報革命・アプリケーションの進化

• ESG SDGs サステナブル経営・健康経営

• 働き方・働く価値観・キャリアの変化

→時代は大きく変化 「競争」から「共創」へ

変わらないもの・変わるもの・共創のイメージ



2.・なぜ「社会」課題解決なのか？ 通信技術・情報技術、AI、
データの世界の話をする

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nb000000.html

＜情報・通信技術の進化＞



（出典）ココログ「夜明け前電話をかける子ども｜昭和の風景④」、写真AC

（出典）上島町デジタルアーカイブ、情報通信総合研究所



＜学び方の変化＞



探求学習

探究的な学習とは、図のような問題解決
的な活動が発展的に繰り返されていく一
連の学習活動である。
①【課題の設定】  体験活動などを通し
て、課題を設定し課題意識をもつ
②【情報の収集】  必要な情報を取り出
したり収集したりする
③【整理・分析】  収集した情報を、整
理したり分析したりして思考する
④【まとめ・表現】気付きや発見、自分
の考えなどをまとめ、判断し、表現する

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2011/02/17/1300464_3.pdf



https://www.meti.go.jp/press/2022/05/20220531001/20220531001-1.pdf

＜企業と従業員の雇用の関係＞



働き方の変化

ICT技術の急速な発達・経済社会のデジタル化、第4次産業革命
→産業構造の変化や新技術を基盤とした新製品・サービス
→「大企業と中小企業における規模の格差」を解消する可能性を秘める 

(中小企業庁、2019)

「働き方の未来2035」AI を中心とした技術革新は、多様な働き方を可能にするツールとして、時間・
空間・年齢・性別といった「壁」を取り除き、働くすべての人々に大きな恩恵をもたらすだけでなく、
企業や組織の在り方、労働政策にも変革をもたらすと予測している。 厚生労働省(2016) 

メンバーシップ型雇用
終身雇用
年功序列
OJT中心のキャリア形成

ジョブ型雇用
・年俸制
・実力主義・能力主義
・社外における自己研鑽の機会

働き手一人ひとりが、出産・育児介護などのライフステージに合わせ、働き方を柔軟に選択できる社会
を作り上げることが必要であり、兼業・副業やテレワークに加え、時間と場所を選ばない「雇用関係に
よらない働き方」の重要性を主張し、その選択肢としての確立が柔軟な働き方の実現の鍵を握る。

経済産業省(2017)

シフト



大手企業の人材育成研修でも地域の中小企業をフィールドにした
実践的なプログラムが注目されています。



越境学習の必要性

• G-net事例紹介：
• 地域の中小企業と学生・社会人がチームを組む「ふるさと兼業」や

「地域ベンチャー留学」。

• 企業の現場課題をテーマに、学生が伴走し、地域の新規事業を共創。

• 社会人プロボノも参加し、「企業の外にある学び」を企業に還流させ
る仕組み。

• 「越境の学びは“出会い”ではなく“共創”。
G-netは地域を『学びの共創フィールド』にしています。」



“人を集める”から“人が集まる”へ
中小企業に特化した人材確保支援と地域の担い手となる

若者育成に取り組むNPO法人
インターンシップ、兼業、就職等の多様な働き方で交流・滞在・定住する担い手輩出を推進

▼コーディネート事業（若者キャリア支援、中小企業支援）
－長期実践型インターンシップ（ホンキ系インターン）
－中期実践型インターンシップ（社会体験インターン）
－学生兼業プログラム
－シゴトリップ（複数企業取材型インターン）
－社会人向け兼業・プロボノマッチング（ふるさと兼業）

▼調査研究事業
－若者と中小企業と地域のための研究所

▼創業支援、採用支援
－社会起業家の伴走支援（東海若手起業塾）
－中小企業採用支援、定着支援サービス「ミギウデ」

思いを言葉に、言葉を行動に

団体紹介



長期実践型インターンシップ

地域中小企業の「新規事業」「既存事業の推進」を
1つのプロジェクトに落とし込み、大学生が経営者と半年間チャレンジする



ふるさと兼業（社会人の兼業・副業プラットフォーム）

きっかけは、元インターン生の一言
「地元に帰りたい気持ちはある。でも自分に何かできるのだろうか」

地域や事業に参画したい
熱意ある人と、共感を起点
として巻き込めるプラット

フォーム



大手企業の越境研修プログラム

地域中小企業・団体の事業推進・経営革新プロジェクト
に期間限定で取り組む、越境学習をベースとした実践型
人材育成プログラム



地域の人事部

※経済産業省 地域経済活性化戦略室 資料より抜粋

地域の企業群が一体となって、
地域の自治体・金融機関・教育
機関等の関係機関と連携し、将
来の経営戦略実現を担う人材の
確保（兼業・副業含む）や域内
でのキャリアステップの構築等
を行う総合的な取組み













この後のお話に関連するテーマを提示させ
ていただきました。

• ただし、これらの活動をそのまま真似すれば良いということで
はありません

• 大切なのは、自社を取り巻く社会環境が変化し、自社の社員も
変化しつつあることを理解することです

• その上で、残すべきことと、変わるべきことが何か？

把握した上で、改善を続けることが必要不可欠です。



（個人個人として）
これからの時代に必要な共通することは？

• 「内省・リフレクション」

• 「学び続ける力」

• 「学び方がそもそも異なることを理解する」

• 「企業と個人の関係性が変化している」

• 「チャンスと捉えるのかピンチと捉えるのか？」

• 「変化・進化するのか、そのままを貫くのか？」



個人の変化 会社との協調・共創

• どのようにして、会社で働くこと＝幸せに生きること

• 幸せに生きること＝経済条件以外の要素

• 何を会社が実現することが、従業員にとって良いことか？

• 選ばれる会社・人が集まる、働きたい会社になるために必要な

ことは？



この後の3名の情報提供がヒントになる！

• 働き方の多様性・制度の変化

• 中小企業・地域での面での人材育成・連携・共創

• 大企業における人材育成、越境学習、社外との連携

これからの未来の人材育成のあり方を考えて続ける1日へ
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